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2027年国際園芸博覧会

開催まであと１年！

第48回
よこはま花と緑のスプリングフェア2026



1990年に開催された「大阪花の万博」以来
37年ぶりとなる最上位（A1クラス）の国際園芸
博覧会『GREEN×EXPO 2027（２０２７年国際
園芸博覧会）』の開催まで、いよいよ１年となり
ました。一都三県では初の博覧会が、ここ横浜
市で開催されます。

テーマは「幸せを創る明日の風景」。地球温
暖化などの世界規模の環境変動を踏まえ、自然
が有する機能を活用し、花や緑との関わりを通
じて自然と共生した持続可能で幸福感が深まる
社会を、新たな明日の風景として可視化してい
くことを目指しています。

＊ ・ 	名称：２０２７年国際園芸博覧会
� International Horticultural Expo 2027, Yokohama, Japan
＊ ・ 	正式略称：GREEN×EXPO 2027
＊ ・ 	テーマ：幸せを創る明日の風景　
	 � ～ Scenery of the Future for Happiness ～
＊ ・ 	会場：神奈川県横浜市（旧上瀬谷通信施設）
＊ ・ 	開催期間：2027年３月19日～2027年９月26日
＊ ・ 	博覧会区域：約100ha（内、会場区域80ha）
＊ ・ 	有料来場者数：1,000万人以上

3月19日より、入場チケット販売開始
前売チケット 会期中販売チケット

〈1日券〉
大人：4,900円
中人：3,000円
小人：1,400円

〈1日券〉
大人：5,500円
中人：3,300円
小人：1,500円

GREEN×EXPO 2027の概要

チケット販売情報

開催まで１年となったGREEN×EXPO 2027では、会場計画が着々と進んでいます。ここでは、GREEN×EXPO 2027の注目スポット
「テーマ館」「日本政府苑」「園芸文化展示」をご紹介します。

２０２７年国際園芸博覧会

開催まであと１年！

地球上のすべての生命のうち、重量で82％を占める植物。テー
マ館では、地球を支える命の根源である植物の真の姿を、最新の映
像技術と研究成果をアートエンターテイメントの掛け算により紹介

します。また、東日本大震災の津波に耐えた陸前高田市の「奇跡の一本松」を震災
復興の象徴として展示活用し、植物が菌類と共生する土の中の世界を表現します。

「すべての生命はつながっている。植物を中心に。」

テーマ館外観イメージ

テーマ館屋内展示イメージ

日本の園芸文化は江戸期に世界最高
水準に発達しました。日本人が自然を
親しみ現代に受け継いできた、数々の
伝統園芸植物を季節ごとに入れ替えて
展示します。園芸文化展示では、江戸
時代に発展した世界に誇る園芸文化や
その真髄をお伝えします。また、建物
の外では、江戸の植木屋・花屋敷を再
現し、江戸時代にタイムスリップしたか
のように日本の園芸文化の水準の高さ
や自然観、季節感を体感いただきます。園芸文化展示イメージ

コンセプトは「日本の自然観を再考し、未来へ進む」で、規模は会場
内で最大となる2.5haに及びます。
和泉川の流頭部という立地条件を踏まえ、展示館は東西分棟の高床式

木造建築とし、自然環境への負荷を低減します。
屋外展示では「令和日本の庭」として伝統ある日本庭園文化と技術を

踏まえつつ、流域治水やグリーンインフラ、ネイチャーポジティブの考
えを庭に導入します。
また屋内展示では、全国各地で継承されてきた自然と人との営み・共

生の姿や、植物・自然と人
の関わりが生み出した文化
の極みであるいけばな、盆
栽等を鑑賞するとともに、
みどりがもたらす未来の姿
を提示し、社会課題の解決
や行動変容の糸口を世界に
発信します。

日本政府苑屋外イメージ

日本政府苑屋内イメージ

ホームページ

前売りが断然お得！

GREEN×
EXPO 2027

（２０２７年
国 際 園 芸 博
覧会）では、
G R E E N ×
EXPO 2027
ボランティアファミリー「グリボラ」として活躍
いただく、植物管理ボランティア、運営ボランティ
アを募集します。国内外からの来場者やボラン
ティア同士の交流、花や緑とのふれあいを通じた
万博への貢献など、唯一無二の体験が得られる、お
一人お一人が万博にご参加いただける機会です。

応 募 方 法 等 詳 細 は、 下 記 のGREEN×EXPO 
2027ボランティア問い合わせセンターまでお問
い合わせください。

0120-878-950受付
（9：00 ～17：30　※水曜定休）

info@volunteer.expo2027yokohama.or.jp

詳細は
こちらから

※2026年2月現在

会場図

日本政府苑

テーマ館

園芸文化
展示

会期初旬には
約40種類600本の桜が
会場で咲きほこります。

約100ha（内、会場区域80ha）の
敷地では開催期間である春から秋に

かけて、約1000万株の花緑が
それぞれの見ごろで移り変わり、

五感で感動を味わうことが
できます。

4/30
まで

GREEN×EXPO 2027
ボランティア募集について

画像提供：国土交通省・農林水産省

チケット購入は
こちらから

GREEN×EXPO 2027注目スポット

©Expo 2027

協力：GREEN×EXPO協会



2026年3月19日(木) ～ 5月6日(水・振)
9：30 ～16：00
里山ガーデン
横浜市旭区上白根町1425-4
（よこはま動物園ズーラシア隣接）

「よこはま緑の街づくり基金」は横浜市内の民有地の緑化を市民の皆様の手によって進めるために
市民・企業・団体等からの寄付を積み立て、その運用益で市民の皆様の緑化活動を支援しています。

有限会社コーエー環境緑化、株式会社アドバンス・ジェイ、個人寄付ご協力の皆様、市内募金箱ご協力の皆様
令和7年11月1日～令和8年１月31日に寄付をいただいた団体（順不同、敬称略）

⃝寄付金の振込先	▶ 横浜銀行本店　普通Ｎo.0381642　　受取人：（公財）横浜市緑の協会
⃝お問合せ先	 ▶ （公財）横浜市緑の協会　緑化推進課　  TEL：045-228-9470　FAX：045-641-0821

基金の果実（利息）は、市民の皆様の緑化活動に活かされています。
よこはま緑の街づくり基金にご協力をお願いします。（ご寄付は税制上の優遇措置が適用されます）

区役所等に募金箱を
設置しています。

募金箱

寄付団体
令和8年１月31日までの積み立て総額は、2,714,133,794円です。

春の訪れとともにネモフィラやビオラ、チューリップなど、
色鮮やかな春の花々が織りなす美しい景色をご堪能ください。

チューリップが一面に咲く横浜公園ではフラワーマーケットを
開催、山下公園では21区画の素敵な花壇が並ぶ花壇展を開催
します。各会場を巡りながら、横浜の春をお楽しみください。

春の里山ガーデンフェスタ2026
～朝焼け色に染まる里山で～

開
催
期
間

開
催
期
間

第48回
よこはま花と緑のスプリングフェア2026

公式HP

公式HP

公式Instagram

横浜市緑の協会
公式X

横浜公園
2026年4月4日(土)・5日(日) 10：00 ～16：00
山下公園（花壇展）・日本大通り
2026年4月4日(土) ～

5月6日(水・振) 終日
⃝お問合せ先：ガーデンネックレス横浜実行委員会　ハローダイヤル  050-5548-8686（9：00～20：00）※6月15日（月）まで

チューリップ

開花状況など

発信しています。

花と緑があふれる横浜の風景や、暮らしの中の緑が映える瞬間を撮影した素敵な写真を
Instagramで投稿していただくキャンペーン第６弾を実施します。

「＃ハマミドリ」または「@yokohama_midori_official」をタグ付けして投稿いただいた方の中から、
抽選で50名様に賞品をプレゼントします。

【期　　間】	 令和８年３月19日（木）から５月６日（水・振）
【応募方法】	 �（公財）横浜市緑の協会の公式Instagram（@yokohama_midori_official）を
	 フォローのうえ、ご自身が横浜市内で撮影した花や緑の写真に、「＃ハマミドリ」
	 または「@yokohama_midori_official」をタグ付けして投稿してください。
【賞　　品】	 よこはま動物園・金沢動物園共通招待券（ペア1組2名様分）
	 ※賞品の内容は変更する場合があります。予めご了承ください。

横浜の花と緑の写真を紹介
公式Instagram「暮らしにみどりを」写真募集キャンペーン 第6弾

ＧＲＥＥＮ×ＥＸＰＯ 2027　１年前の幕開け ＧＲＥＥＮ×ＥＸＰＯ 2027　連携イベント
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